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子どもの運動・スポーツ遊びの機会提供に関する研究 

1200469 田村 きの 

高知工科大学経済・マネジメント学群 

 

1. 背景 

 文部科学省が 1964 年から行っている「体力・運動能力調

査」によると、子どもの体力・運動能力は、調査開始以降 1975

年頃にかけては、向上傾向が顕著であるが、1975 年頃から

1985 年頃までは停滞傾向にあり、1985 年頃から 2002 年頃ま

での 15 年以上にわたり低下傾向が続いてきた（文部科学省、

2002）。体力低下は 1998 年頃に歯止めが掛かり始め、以降の

体力は総合的には向上しているが、1985 年頃を最高値に回復

したテスト項目は少ない（スポーツ庁、2018）。現在では、体

力・運動能力が高い子どもと低い子どもの格差が広がるとと

もに、体力・運動能力が低い子どもが増加し、スポーツ少年

団や部活動などで運動をよくする子どもとほとんどしない子

どもとの二極化傾向がみられる。さらには、近年では、子ど

もが靴のひもを結べない、スキップができないなど、体を上

手くコントロールできない、あるいはリズムをとって身体を

動かすことができないといった、身体を操作する能力の低下

も指摘されている。こうした傾向は、肥満や生活習慣病など

の健康面、意欲や気力の低下といった精神面など、子どもが

「生きる力」を身に付ける上で悪影響を及ぼすことが懸念さ

れている。こうした現状を踏まえ、文部科学省の幼児期運動

指針（2012）では、幼児にとっての運動は、体を動かす遊び

を中心に行うことが大切であると示されている。子どもにと

って多様な運動は、特に低年齢の子どもにおける遊びを通し

て経験する重要性が強調されている。 

具体的には、2013 年と 2015 年の笹川スポーツ財団「4歳～

9歳のスポーツライフに関する調査」によると、運動・スポ

ーツ実施頻度群の年次推移では、2013 年より 2015 年にかけ

て非実施群（0回/年）は 1.9 増加し、高頻度群（週 7回以上）

は 2.9％減少している（図 1）。 

 

 

 

また、運動・スポーツの好き嫌いの年次推移では、2013 年、

2015 年ともに、好き、どちらかというと好きが 9割を超えて

いる（図 2）。 

 

つまり、運動・スポーツを９割以上の子どもが好きと答えて

いるにも関わらず、運動・スポーツの実施率は減少している

ことが分かる。 

次に、自宅周辺の運動・スポーツ・運動遊び環境に対する

保護者の意識調査では、半数の保護者が安全だとは思はない

と回答した（図 3）。 

 

図 2 運動・スポーツの好き嫌いの年次推移 

（笹川スポーツ財団、2013、2015） 

 

 

図 1 運動・スポーツ実施頻度群の年次推移 

（笹川スポーツ財団、2013、2015） 
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図 3 自宅周辺の運動・スポーツ運動遊び環境に対する保護者の意識調査 

（笹川スポーツ財団、2013、2015） 

 

保護者が自宅周辺の環境を安全だと思っていないため、子ど

もを外で遊ばせることを躊躇してしまい、子どもが運動・ス

ポーツ遊びができないことも考えられる。また、こうした背

景には、子どもを取り巻く環境の問題として、子どもにとっ

て遊ぶ「仲間」「時間」「空間」の減少、室内で遊べるおも

ちゃ、ゲーム、スマートフォンの普及、公園の減少、かつ遊

び方の制限などが関係しているのではないかと考えられる。

今後も、安全性を確保しつつ、子どもが運動・スポーツ・遊

びに触れられる機会を提供できる対策が必要である。 

 

２．高知県における子どもの体力、運動・スポーツ

環境の実態 

高知県における子どもの体力は、全体的に上昇傾向にあり、

2018 年度時点で中学校では体力合計点が男女とも過去最高

の結果となった。しかし、小学 5 年男子 30 位、小学 5 年女

子 33 位と全国では低い結果となっている（図 4）。 

学校の体育・保健体育の授業以外での運動（体を動かす遊

びを含む）・スポーツの総運動時間（分）を全国と比較すると、

男子は 33.1 分下回っており、女子は 3.9 分上回っていること

が分かった（図 5）。現状の１週間の総運動時間が 60 分未満

の生徒の割合は小学 5年男子が 7.3％（2017 年度）、小学 5年

女子が 12.7％（2017 年度）である。 

 

 

 

高知県における運動・スポーツの実態として、小学生の学 

 

 

 

 

 

 

 

高知県スポーツ推進計画では、「スポーツ参加の拡大」を踏

まえて、ライフステージに応じたスポーツ活動の推進という

施策が検討されている。総合型地域スポーツクラブ等を核と

した地域スポーツ推進体制を整え、年代ごとのスポーツ活動

の推進や地域の実情に応じたスポーツ活動の充実とその環境

整備を行われようとしている。しかし、課題として、性別や

年代などによる様々な課題や、地域住民の多様なニーズに応

じたスポーツ環境が十分に整っていないことが挙げられてい

る。そこで、学校以外で子どものスポーツ環境を整える必要

性があり、担い手としては総合型スポーツクラブや民間企業

などに期待が寄せられている。 

 

3. 目的 

本研究では高知県における、子どもたちの遊びの機会提供

図 4 高知県の小中学生の体力合計点の推移と全国順位 

（第 2期高知県スポーツ推進計画 Ver2、2019） 

 

図 5 １週間での学校の体育・保健体育の授業以外での運動（体を動かす

遊びを含む）・スポーツの総運動時間（分）  

（全国体力・運動能力・運動習慣等調査、2019） 
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を担う組織の現状と課題を明らかにするとともに、子どもに

対する持続可能な遊びの機会提供の可能性を提示することを

目的とする。 

 

4. 研究方法 

本研究では、はじめに、高知県で実際に子どもに遊びのイ

ベントなどを提供している NPO法人まほろばクラブ南国（以

下、まほろばクラブ南国）、NPO 法人エックススポーツ（以

下、エックススポーツ）を対象として、活動内容と活動する

上での課題に関するヒアリング調査を実施した。調査実施日

はそれぞれ 2019 年 7 月 29 日（エックススポーツ）、2019 年

11 月 6 日（まほろばクラブ南国）であった。次に、ヒアリン

グ調査から得た現状、課題を整理し、子どもに対する持続可

能な遊びの機会提供の可能性を検討することとした。 

 

5 結果 

5.1 NPO 法人 まほろばクラブ南国（総合型スポー

ツクラブ） 

5.1.1 活動内容 

まほろばクラブ南国は、「多種目型」「多世代型」「自主運営

型」の特徴を持つ、総合型地域スポーツクラブである。子ど

ものスポーツ環境については「まほろばキッズアカデミー」

という活動があり、日替わりでスポーツ、文化の学習時間ス

ペースを開設し、子どもの健全育成の向上、スポーツ・文化

のタレント発掘や、子どもの放課後活動のサポートなどをし

ている（図 6）。 

 

5.1.2 現状と課題 

まほろばキッズアカデミーに多くの小学生が参加してお

り、その理由としては、学校は授業終了後、スポーツクラブ

チームや学童の子どもがグランドや体育館を使っているため、

ただ遊びたい子どもは使うことが出来ないこと、学校の統合

などにより全校生徒が何百人といる小学校では休み時間にグ

ランドを使える人数が限られてしまい、ドッジボールなどで

思いっきりボールを投げたりする機会が減少していること、

スポーツクラブは勝利にこだわってしまいがちで色んなこと

が体験できていないことなどが挙げられる。 

 まほろばキッズアカデミーのような様々な体験が出来る機

会があれば参加したいという子どもの需要はあるものの、そ

れを教えられる指導者が確保できない、南国市立スポーツセ

ンターのみでしか開催しておらず、開催できる場所が限られ

ており遠方の子どもは気軽に参加できないなどの課題が挙げ

られる。 

 

5.2 NPO法人エックススポーツ（スポーツ推進企業） 

5.2.1 活動内容 

エックススポーツは、高知大学の卒業生が立ち上げ「さぁ

高知をスポーツで大家族に！」をテーマに様々な活動を展開

している。その中で子ども達のスポーツ離れや指導者不足、

体験機会の不足などの課題を地域とともに解決を図る活動、

「X―Kids サポーターズ」がある。この活動は、「地域を担う

子供たちを主役に。」を理念に子どもたちの体験を企業が応援

するものである（図 7）。エックススポーツが提携する既存の

地域少年スポーツクラブである、FC 一宮、潮江 Jr.FC らの少

年サッカーチーム約 40～50 名を対象に、様々なスポーツを指

導できる大学生と月 3回程度、バトミントン、陸上、ダンス、

ラグビー、野球の指導を行っている。活動の目的は、ジュニ

ア世代に一つのスポーツに縛られず、様々なスポーツ体験を

通して子ども達に選択肢を増やすこと、学生のキャリアアッ

プとして、多くの指導者に触れられる機会の提供、既存のリ

ソース（場所・もの）を活用することである。 

 

図 6 まほろばキッズアカデミープログラム 

図 7 エックススポーツと地域と企業との連携 

（エックススポーツホームページより抜粋） 
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5.2.2 課題と現状 

エックススポーツは元々ある場所に自ら赴いてスポーツ指

導を行うスタイルをとっているが、これは、拠点となる場所

を確保することが出来ていないからである。市や県が運営す

る施設の管理者になることが出来れば収益を見込めるが、現

時点で NPO 法人を創設したばかりということもあり、実績

も少なく、スポンサー企業も限られており、事業としてもま

だまだ厳しい現状にある。 

X―Kids サポーターズを続けていく上での課題には、開催

するイベントの収益や、スポンサー収益から捻出する活動費

では限界があること、教室・イベントを開催するための場所

の確保が困難であること、メインスポーツだけをしている方

が強くなるという受入先の指導者側の従来の考え方からの転

換が挙げられる。 

 

5.3 結果のまとめ 

 以上の結果より、子どもたちの遊びの機会提供を担う組織

の共通の課題としては、場所の確保、資金の確保、指導者の

確保が挙げられることが分かった。中でも、場所の確保が最

も困難な課題であり、まほろばクラブ南国、エックススポー

ツ両者ともに、子どもが最も集まる場所である小学校との連

携が、今後必要になってくると考えていることが分かった。 

そこで、民間団体と小学校との連携可能性に着目する。学

校体育施設を開放するにあたって、防犯上の課題、問題が起

きた場合の責任のありかに対する課題、教育の場所での営利

なイベントを行うことへの課題などが考えられる。しかし、

笹川スポーツ財団の政策提言（2017）には、「地方自治体は、

授業時間帯以外の放課後から休日の学校体育施設の開放を、

教育委員会ではなく、地域のスポーツクラブなど公益性の高

い民間組織に委ねることで、施設利用の最適化に務めるべき

である。つまり、社会体育施設が指定管理者制度を導入した

ように、学校体育施設も放課後と休日に限って学校運営協議

会などが指定する団体に管理を任せ、効率的に運営する。学

校教育としての体育は学校が責任をもって運営し、放課後と

休日は地域住民への開放を促進することにより、学校が地域

の公共財であることの再認識につながり、社会全体でスポー

ツをささえる基盤にもなる。」と、授業時間帯以外の放課後

や休日の学校体育施設の開放ができる時間帯において、民間

企業との連携を進めていく必要性が示されている。そこで、

具体的な連携可能性を探るため、小学校側へヒアリング調査

を追加実施することとした。 

 

6．二次調査 

6.1 二次調査の概要 

 高知県の小学校におけるスポーツ環境の現状、民間企業と

の連携可能性を知るために、高知市立小高坂小学校を対象に

ヒアリング調査を実施した。調査実施日は、2019 年 12 月 23

日であった。 

 

6.2 結果 

 小高坂小学校では、スポーツは学びの場と考えられている。

特に、達成感、助け合い、コミュニケーションに関しては、

座学での授業よりも子どもは感じやすい。教師側も、目に見

える結果が多く表れ、「何回多くできたね」や、「形がきれ

い」など子どもを直接褒める機会が多くなる。このことから、

人間力を培うためにも運動・スポーツ遊びは重要だと考えら

れている。しかし、学校の授業は 15 時 40 分に終了し、下校

は 16 時 30 分と定められており、この限られた時間の中に、

帰りの会なども含まれているため、運動・スポーツ遊びの機

会を平日に確保することは不可能であることも明らかになっ

た。さらには、下校後は他団体の予約で施設が利用されてい

るのが現状である。 

一方で、休日の学校施設の利用は学校の管理下であれば利

用が可能なことが分かった。例え、休日に他団体の予約が入

っていても、学校の管理下のため、学校行事とすれば優先的

に利用することもできる。さらに、学校の管理下のため万が

一ケガや事故が起きても、保証される。NPO 法人による体験

イベントなどを運営する上での必要経費を会費として回収し

て行うことも可能であることが分かった。 

 

7. 考察と提案 

 ヒアリング調査の結果から、まほろばクラブ南国、エック

ススポーツなどの民間側は、子どもの運動・スポーツや、体

験イベントを行うための場所を必要としており、小高坂小学

校などの学校側は、子どもの運動・スポーツや、体験イベン

トなどの機会を必要としていることが分かった。実際に休日
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を利用して、民間と小学校が連携できれば、お互いに Win-Win

の関係になることが考えられる。 

そこで、休日の他団体の予約が比較的少ない午前中をメイ

ンに NPO 法人を主体に学校の施設を利用した体験イベントの

開催を提案する。対象はその小学校に通っている地域の小学

生を対象とし、広告方法は学校でのチラシの配布、掲示板へ

の掲載とする。 

指導者に関する課題に対しては、中学・高校生時代にスポ

ーツ、部活動経験のある学生や、4年生になり部活動を引退

した学生を対象にし、募集や育成を行うことが効果的である。

学生への報酬は、高知県文化生活スポーツ部の予算（図 8）

から検出することはできないだろうか。2018年度の予算では、

スポーツ参加の拡大やスポーツを通じた活力ある県づくりに

約 6億 6千万円、技術力向上には約 5億円充てられている。

これらを人件費として少しでも充てられるようにしていくこ

とを提案する。 

 

 

 

 

さらに、他県で民間と学校が連携した事例を検討したとこ

ろ、学校において平日の放課後や授業中にも連携できる可能

性もあることが分かった。以下に、名古屋市の公立小学校 3

校の部活動の運営を受託したリーフラス株式会社と、文化振

興課や教育委員会と協働して、小学校の図工の時間に鑑賞授

業を提供している NPO 法人芸術資源開発機構（ARDA）の例を

説明する。 

 

リーフラス 株式会社 

 名古屋市の公立小学校で長く行われてきた部活動が教員の

働き方の見直しや課題解決のため、2021 年 3 月末で廃止が決

定された。そのためのモデル事業として、名古屋市公立小学

校である稲葉地小(中村区)、白鳥小(熱田区)、苗代小(守山区)

の３校の部活動の運営をリーフラスが受託している。スポー

ツ指導者派遣費用を無償とする代わりに、地域の子どもたち

を対象にしたスポーツスクールを放課後の学校施設にて開講

し、「学校」「地域」「企業」の三方利益を得る形式を採ってい

る。 

NPO 法人芸術資源開発機構（ARDA） 

ARDA は学校現場で負担の大きな先生に代わって、美術館と

の調整を行っている。さらに、文化振興課や教育委員会と協

働し、市民ボランティアを募った上で、鑑賞コミュニケータ

ーとして育成し、大和市、西東京市の小学校の図工時間には

いり、対話を通した鑑賞授業を行っている（図 9）。 

 

 

 

 

このような事例が成り立った要因は、学校側の積極的な連

携体制と、民間企業側がサービスの無償提供を行っているこ

とにある。民間企業側は無償での提供にはなるが、地域貢献

という面を考えると協賛企業を得るための広告になる利点が

考えられる。 

 また、子どもにとっての利点は、小学校で行ってくれるこ

とで参加がしやすく、運動遊びが身近になり、自然と運動・

スポーツに触れる機会が増えることや、様々な体験を気軽に

行えることでスポーツへの選択肢が増えることが考えられる。 

 他県の事例より、平日の放課後であればリーフラス、授業

内では ARDA のように連携できる可能性があり、工夫次第で子

図 9 文化生活スポーツ部の予算（単位：千円） 

（平成 30 年度 文化生活スポーツ部施策体系表） 

図 9 ARDA 連携図 

（ARDA ホームページより抜粋） 

図 8 文化生活スポーツ部の予算（単位：千円） 

（平成 30 年度 文化生活スポーツ部施策体系表） 
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どものスポーツ機会をまだまだつくることができる可能性を

感じた。 

 

8．今後の課題 

本研究では、「子どもの運動・スポーツ遊びの機会提供に

関する研究」を研究課題として、実際に子どもにあそびのイ

ベントを提供している民間団体に調査を行い、小学校と連携

を深めていく必要があるという結果が得られた。今後の課題

としては、小学校と NPO 法人が連携するにあたり、前例や実

績が少ないことや、文化生活スポーツ部の予算の一部を大学

生の人件費に充てるために、行政の理解が必要になることで

ある。本研究の題材となった学校と民間団体の連携は、これ

からを担う子どもにいろんな体験をしてもらうことで、高知

県のスポーツ水準を上げる投資になるため、積極的に進めて

いくべきである。 
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付録 

第一次調査 ヒアリング項目 

・活動内容 

・イベントに参加する子どものニーズ 

・活動をする上での課題 

・これからの展望 

 

第二次調査 ヒアリング項目 

・小学校の現状 

・放課後などの取り組み 

・民間と連携することは可能なのか 

 


